
 鳥取沖は13℃前後、隠岐諸島周辺は11℃前
後で先月とほぼ同値でした。 

・島 根 沖 冷 水：隠岐北西方向で張り出しが強い傾向にあります。 

・沖合の対馬暖流：島根沖から隠岐北方を通り、兵庫県沖で北方への流れと東方へ

の流れに分枝しています。 

 鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は12℃前後で先月よ
り1℃低下し、平年並から1℃高めとなっています。 

＊県内の漁獲情報については水産試験場ホームページ（鳥取県水産試験場で検索してください）

に詳しく掲載しています、ぜひご利用ください。  

掲載期間 3月中旬 
       ～4月中旬 
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 鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は12℃前後で先月より
1℃低下し、平年並から1℃高めとなっています。 

3月中旬12.2℃ 
発行 鳥取県水産試験場（電話：0859-45-4500） 

平成２７年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。 

 兵庫沖（N36°付近）と隠岐北東（37°30′付近）に
暖水塊が認められます。 

平年より0.3℃高め 

（電話：0858-34-3321） 

鳥取沿岸の水温 
鳥取県栽培漁業センター 沈砂槽 
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いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります 
 

西日本ニチモウ株式会社 
 

      本    社  山口県下関市小月小島2丁目3-17 〒750-1136 

                                      電話 083-282-4041（代表）  FAX 083-282-0424  

  境港営業所  鳥取県境港市栄町67番地  〒684-0006 電話 0859-44-0475   FAX 0859-42-6330 

代表取締役社長 白須 邦夫   

〒684-0006  鳥取県境港市栄町65番地 
TEL 0859-44-7171（代）  FAX 0859-42-6530  
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試験船による海洋観測結果（3月上旬） 
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第八十八光洋丸 

県西部の伝統加工品 
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水産試験場 
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赤潮について不明な点がございましたら、お問い合わせ下さい。栽培漁業センター 門脇 TEL(0858)34-3321 

県西部の伝統加工品 
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鳥取県の水産物の販路拡大にご

期待ください。 

栽培漁業センター 

キジハタとマサバのＰＲを行いました 

 ３月１３日（日）～１６日（水）にマレーシアのレストランな

どにおける鳥取県産 農林水産物の活用促進と高級食材

としてのイメージの定着を図るため、クアラルンプールの高

級レストランシェフを本県に   し、県内事業者との商談

が行われました。 

 １６日は栽培漁業センターにて、キジハタ栽培漁業やマ

サバ養殖の説明を行い、キジハタとマサバの刺身やキジハ

タの中華風蒸し料理なども試食していただきました。いず

れも手ごたえを得ることができ、貴重な機会となりました。 

説明の様子 
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マサバの試食 

説明の様子 キジハタの試食 

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 

★水産課からのお知らせ★  

 ■今月の漁業許可証更新情報    

 許可更新が必要な漁業種類 

  平成28年３月31日 １そうまきぼら狩刺網、小型定置（御来屋、淀江） 
  平成28年４月30日 かつら網 

 ■遊漁船登録業者の皆様へ 
 遊漁船登録に保険期間等の変更があった時は、変更申請をお願いします 

カワウによる漁業被害対策について 

○カワウは日本に生息する在来種で、一時は
絶滅の危機に瀕したこともある鳥です。しかし、
近年では環境が改善する等して生息数が増加
しており、全国でアユ等の食害が深刻になって
います。海面漁業でも養殖漁業や定期網漁業
などで被害が報告されています。 
 

○鳥取県では、生息数等の調査を実施してい
るほか、専門家を招いた意見交換会を開催しま
した。平成28年１月の意見交換会では、ドロー
ンを使った対策が話題になりました。 
 

○今後、漁業被害への対策指針を策定し、人と
カワウの適切な関係を模索していきます。 

○１羽が１日約500グラ
ムの魚を食べる 

 平成２８年度 

水産施策利用 

ガイドブックが 

できました。 

 水産課ホーム 

ページでもご覧 

頂けますので、 

ご活用ください。 
http://www.pref.tottori.lg.jp/suisan/ 

５ 

3月上旬の

水塊配置と
対馬暖流 

中海水産資源回復調査の実施状況 

 水産試験場では平成２５年度より中海（米子市大崎地区）で魚類の生息状況等の調査
を実施しています。中海での漁業振興を目的に調査を実施して３年が経過してきたところ、
造成浅場内には５～７月頃に近年漁獲量が減少しているマハゼの幼魚や、スズキ、クロダ
イ、ヒラメなどの幼稚魚（４２種）が生息していることがわかりました。 
 昨年度はこの造成浅場内で多く見られるマハゼの幼魚を６月頃に採集し畜養試験を試
みています。また、島根県水産技術センターからアサリの稚貝の提供を受け、造成浅場内
に移植し増殖を試みてきました。しかし、夏季以降に生残が悪くなる結果がみられました
ので、その原因と考えられる貧酸素化（水域の酸素濃度が低下する減少）のメカニズムを
解明することを試みています。 
 将来的には中海産マハゼ・アサリ等を地元の食材として普及できないか今後も調査・検
討を行っていきます。 

全長20㎝程度に生育した畜養マハゼ 
・甘みがある白身で美味 
・飼育水槽内で噛み合いが起こるため 
 今後対策が必要 

スルメイカ漁況情報 

 今年に入り、1月、2月と水揚げが例年に
比べて少なかったスルメイカですが、3月に
入ってから境港で継続的に水揚げがありま
した。サイズは20、25入りの大型個体（冬生
まれ群）が主体となっています。 
 漁期が遅れた要因としては例年と比較し
て１月、２月は山陰沖の水温が高めに推移
したことが考えられます。 
 今後は、水温の上昇ともに北上してくる春
イカの漁獲が期待されます。 

造成浅場内の貧酸素化のメカニズム 
・東方向の風が吹くことで貧酸素化しやすい 
・貧酸素化するのは主に夜間 
→東方向の風により湖底部の貧酸素水が湧昇
しやすく、日中は水温差があり貧酸素水が湧
昇しにくいことが考えられるが、今後も原因
の解明が必要 
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境港のスルメイカの水揚げ量の推移
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